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返戻が実施 され,さ らに 「病名もれ」,「臨床上保
険適応 とな らないもの」などは適応外 とし,常用










下,レ セプ ト)と して審査支払機関に提出され,
審査支払機関により審査 される。審査で適切 とみ
なされれば同機関を通 じて診療報酬が医療機関に








U-testを行 い,　P<0.05を 有 意 と し た 。
　平成20年度か ら23年度の4年 間の月別の査定
件数および査定率 を表1に 示す。平成20年度 は
査 定率の最高 は3月 の2.3%で平均 は1.02%で
あった。平成21年度は査定率の最高は7月 の2.3%
で,平 均は1.33%であった。平成22年度は査定率






理料(以 下,歯 管)で あ り,平成21年度 は歯管
が多く,抗菌薬や義歯管理料(以 下,義 管)も 散
見 された。平成22年度 は歯管,義 管以外に も浸
潤麻酔料(以 下,浸 麻),パノラマエ ックス線写
真(以 下,パ ノラマ)等 であった。平成23年度
は歯管,義 管以外 に,初期 う蝕早期充填処置(以
下,シーラン ト),細菌簡易培養検査(以 下,S培）,
補綴物維持管理料(以 下,補 管)が 挙げられた。
　すなわち,処 置に関するもの(76件),文書に
関す るもの(203件)であった。これは5%の 危
　奥羽大学歯学部附属病院(以 下,本 院)で は,
適切なレセプ トの作成を目的に診療録整備委員会
(平成25年度か ら診療録整備 ・情報管理委員会
















　調査項 目は,月 別査定件数(個),月 別査定率
(%),査定項 目およびその月別件数(個)と した。
なお,査定項目の処置に関するものと文書 に関す















て,保 険者 と患者本人が分担 して診療費 を支払 う
ことになっている。保険組合への支払方法は 「出
来高制」 と言われ,医 師が行った診療行為を点数





理解すべ き保険算定のルール を周知徹底 されてい
ないことが要因であった と思われた。平成23年
度の細菌簡易培養検査(S培)で は,本 院におい
て,S培 を実施 日には判定出来ないので,算 定せ
ず次回来院日には判定結果を得ているためその時
点で算定 した状況があり,そ れが月をまたぐ場合
にはレセプ ト上,貼 薬がなく根充とS培 の算定に
















を依頼することで対応 している。 さらに,月 初め
に開催 している診療録整備委員会の委員がレセプ
ト検査の際の疑義を診療録記載の内容との再確認
をす る3重 チェックで対応 している。 しかしなが
ら,審査会からの査定が高率に存在 したことは,











































療録整備委員会 として,毎 月1回 総合歯科の医局
会において保険ニュースとして保険改定要点の説
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か らの査定の実態 とその後の対応を調査 した結果,
　(1)平成20年度か ら23年度 までの4年 間の本
院の査定率平均値 は0.92%であった。
　(2)福島県の平均値 と比較 して本院の査定率が
